
兵庫県大塩及びその近傍塩田産藻類
の分類学的ならびに生態学的研究

製塩法は従来の入浜式より流下式へ、更にイオン交換
法へと進歩しているが、流下式塩聞の普及以来塩田内に
発生する植物の量と、種類数とはともに増加しており、
これらは製混と厄介物となるばかりでなく減産を来たす
ものである これら藻類駆除の基礎資料作成の他にまた
塩田廃止後の他産業への転換の際の参考に資する為本研
究に着手した。既に藤山虎也と甲充(3) (1956) は瀬戸内
の嵐田30ケ所から試料を集め、生怠する藻の種類と、そ
の撲滅試験とを報告したが、同氏の報告中、当地方八家
塩田産の藻として藍藻のクロオコックス属 l種 Chrooc-
occus sp. と緑藻のアオノリ属 1種Enteromorpha sp. 
ネダシグサ属 1種 Rhizoc1onium arenosumの3種を報
じている O 著者も塩田と言う特殊な環境に如何なる植物
がとのように生息しているかをまず調べる為に1958年 4
月から1960年 3月まで約 2か年、兵庫県姫路、及ひ高砂、
両市内所在の白浜、八家、的形、大塩、曽根の 5地区に
亘る塩田について採集及び調査を行った。また汽水産の
潔類については、八木繁→7) (1939) の愛媛県裏信川の
川口における調査や、氏家由三(6) (1954) の高松市郷東
川の)11口附近の調査や、秋山優ω(1959) と秋山優、西
上一義(2) (1960) の穴道湖の調査等があるが、われわれ
もまた比較のため塩田周辺の汽水または淡水の池、沼、
溝、小川、湿地、にも採集を行ったが今日までに、生息
する藻類の種類、分布、其の他の生態学的特徴について
多少とも明らかにすることができたのでここに報告しま
す。
この稿を進めるに先だち本研究中塩田調査につレての

貴重な資料を与えられた大塩塩業組合の石橋正紀氏を始
め業者の方々に対し感謝の意を表する。また終始理解あ
る激励を賜った松陽高等学校長中村行二氏に対し深く感
謝の意を表する Q
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1週にl [ 且または 2週に 11旦| 四季を通じ順次各塩1:1:1を

まわって採集調査しt.::.o 採集及び測定した場所は塩町内

今津達夫、広瀬弘幸

取り入れ個所におけるポンプ H誌と日々の測定結果に頼
ったc

E 地域の概要
姫路市カ= ら高砂市にわたる塩田の総面種は 372.8ヘク
ターノレ、その中八木塩田( 八家、白浜) が 110 ヘクター
ノレ、大塩塩田( 曽根、大混的形) が 262.8 ヘクタールで
あり、高砂市伊保洗川を東境とし、姫路市市川を西境と
して山陽電鉄線を北境とする海岸地帯のほとんど全地域
であり( 第 1 図) 、そのうち大塩塩田の名は赤穂塩田と
ともに古くからよく知られている。
当地方の気候 .:t!図

は一般に温暖で
年聞を通じ平均
気温 16 60 C  、
冬の最低気温
50 C 、夏期 8月
の最高気温 33
20 C  、湿度は年間平均80.8%、降雨量月平均99.2mm、
日照時間平均 5 ・6時間、 7、8 、12、 1、月は晴の日
数多く、 2 、3 、5 、6 、月は降雨日数が多い。塩田内
で言葉類が発生している場所は大別して、 la) 常に水中に
ある場所として流下面木板上、給水桶内、貯水構内、校
条架などがあげられ、 (b) 空気に直接触れる場所として
砂または砂泥上がある G レずれの場所も程度の差を除け
ば常に著しく献度の高いことが最も大きな特徴である。

置 献度と藻類の種類
藻類の生育場所により献度を次の六段階に分けた。す
なわち次の通りである O

1  超高献水 比重 1.10以上
2. 高鹸水 11 1.04-1.10 
3. 献 水 "  1.03-1.04 
4. 半戯水 11 1.01-1.02 
5. 低断水 11 1.01以下
6 淡 水 11 1.00 

の本板上、木板上沿い滋内、流下面、枝条架、塩田内の |  超高献水では緑藻のネダシグサの 1種 RhizocJonium
給水桶、塩田排水路、塩田外の貯水桶、塩田排水路、塩 I hieroglyphycum(Ag.) Kuetz. 藍藻の 1種 Entophy-
田周囲の池や塩田周聞の滑り、入浜式塩田の砂上及び通 I  salis d巴usta Drouet and Daily. また珪藻類方、含まれ、
路」二、塩問周辺の汽水池、湿地/ f ( び削り等である。 環境 | ネ夕、シグサの類は品計千{ 産深刻中のfl . 占種で到る所にみら
要素として、比重、水n.t、p H似を証!1)J l : したまた海水 | れ殊に校条裂に多く大群落をな L ている， Entophysalis 
成分の測定は石橋j } 紀氏のドータイト分析法によってい |  も校条架ドの泊中のみL 生息し、水底にウグイス色の微
る。気象データの記録は業者の作成になる各塩廿lの海水 l 粒子状に集ってし、るが、時として塩の結晶に付着し緑色
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プランクトンとして現われ

るしまた塩田砂上に時折藍謀
の Microcystis aeruginosa 
及び Aph-anothec巴 nidl1Ia- 一OM一・一Q
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藻

以 kの司王柄より塩III中のフ
ローラは海からの海藻と淡水
に由来する淡水藻の両分子か
らなりたつことがわヵ、り、し

かも海藻の種類は極めて限ら
れている。海藻のうちアオノ
リ属とオゴノリと泊、優占種と

して認められるが何種とも献
度に対する適応範囲は極めて
広しまたほとんど終年出現
する。最強の俊占種は淡水藻
のネタシグサの l種 Rhizoc-
Ionil1m  hieroglyphicl1 ，ll で
あっt-::.o 当塩川産のネグシグ
サ属は塩田周辺の淡水産の
R 目hieroglyphicum と比較す
ると、細胞膜の厚きと、細胞
の凶ー径とに差異をみいだすか

種としては同種であると考え
るυ

採集した藻類の種類の総計
は、 8綱、 14目、 20科、 7属、
45種であった。そのうち種の
同定に至らなし、ものが12種あ

藻類目録vr 

メ力、L干ケイゾヴpleu.YOSiij'11'¥α 
るc 猶日録中の種名に続く数
字は、その種の生息場所の水
の比重を示すにノ

Drou日t et D aiIy  1.090， 1.130 
ネンジュモ目 Nostocales 
ヒゲモ科 Rivl1alriaceae

藍藻綱 Myxophyceae
クロオコックス日
クロオコックス科

1. 2  
3  

Chroococcales 
C h  roococcaceae 

ミクロキスチス属の 1種
K l1etz. 1.000. 1.005 

カロスリックス属の 1種 Calothrix scopulorum 
(W. et M.) Ag. 1.030， 1.35， 1.040. 

4  ネシジュモ科 Nostocac巴ae
アナヘナ属の l種

Microcystis aeruginosa 

アフ 7 ノテーケ属の 1種 Aphanothece nidl1Ians 
P. Richt. 1.000， 1.005 

2  

Anaba巴na torulosa (Carm.) 
f.agerh. 1.005， 1.010， 1.015 
ユレモ科 OscilIatoriaceae 

スピノレリナ局の 1種 SpiruIlina sl1btilissima 
K l1etz. 1.002， 1.005， 1.009 

S. 
， 7  
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クロオコァクス属の 1種 ChroococCl1S  turgidl1s  
( Kl1etz.) Naeg. 1.010. 1.020. 1  035 
2  エントフ f ザリス干芋利ご'1 fドhぞ包ntωoヲphy戸s土E羽一1川1
JエL ン卜フ f ザリス l崩凶の 1種 d白el1出stねa  
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B  ユレモ属の 1種 Oscillatoria angusta Koppe? 
1.002， 1.005， 1 目010.

9  ユレモ属の 1種 Osci1latoria forl'J1osa Bory. 
1.000， 1.005， 1.010， 1.020. 

10. ユレモ属の 1種 OsciJlatoria limosa Kuetz 
1.000， 1.005， 1.010. 

11. ユレモ属の 1種 OsciJlatoria tenuis Ag. 1.000， 
1 目005，1.055， 1.010. 

12. ユレモ属の 1種 OsciJlatoria terebriformis(Ag.) 
Gorr;. 1.010， 1.050， 1.055， 1.060. 

13 リングピア属の 1種 Lyngbya confervoides Ag. 
1.003， 1.005， 1.010， 1.020， 1.040， 1.050. 

14 リングビア属の 1種 Lyngbya martensiana M e -
negh. 1.000， 1.002. 

15. ミクロコレウス属の 1種 Microcoleus chthono-
plastes (Flor. Dan.) 白 Thuret. 1.010 ‘ 1.040， 
1.050， 1.065， 1.070. 

附; 藤1.1.[、甲、 (1956) は優占種として Lyngbya
aestualii Li巴bm. を報告してし、る。

2  緑藻綱 Chlorophyceae
1  ヨツメモ目 Tetrasporales 
1. バノレメラ科 Palm巴lIaceae

1. パノレメラ属の 1種 Palmella sp. 1.000. 
2  ヒビミドロ日 Ulotrichales 
2. ヒビミド戸科 Ulotrichaceae.

2  ホルミジウム属の 1種 Hormidium rivulare Ku-
etz. 1.010， 1035， 1.070. 
3. ミクロスポラ科 Microsporaceae 

3. ミクロスポラ属の 1種 Microspora tumidula 
Hazen. 1.001 
3  アオサ目 Ulvales 
4  アオサ科 Ulvaceae 

4  アナアオサ U!va pertusa Kj巴11m. 1.005， 1.008. 
5. ヒラアオノリ Ent巴romorpha compressa (L.) 

Gr巴viJle. 1.005， 1 目030，1.050 
6  ボウアオノリ Enteromorpha compressa (L.) 

Grev. var. intestinalis (L.) H a m el. 1.005 
7. スジアオノリ Enteromorpha prolifera(Mueller) 

J. Ag. 1.005， 1.015 
8  ウスパアオノリ Enteromorpha linza (L.) J. Ag. 

1.005， 1.010 
5  ヒトエグサ科 Monostromac回巴

9. ヒトエグサ Monostroma nitidum wittrock 
1.005， 1.015 

10 シワヒトエグサ Monostroma pu1chrum Farlow 
1.005， 1.010， 1.015 

11. ヒトエグサ属の 1種 Monostroma wittrokii Bo-
rn.? 1.005， 1.010， 1.020， 1.025. 
4. カエトブオラ目 Cha巴tophorales
6  カエトフォラ科 Chaetophoraceae 

12. スチゲオクロニウム属の 1種 Stigeoclonium sp. 
1.002. 
5. シオグサ目 Cladophorales 
7. シオグサ科 Cladophoraceae 

13 ネダシグサ属の 1種 Rhizoclonium hieroglyphi-
cum Kuetz. 1.000， ，] .010， 1.020， 1.030， 
1.050， 1.062， 1.070， 1.080， 1.090， 1.100 

14 シオグサ属の 1種 Cladophora sp. 
附，藤山、甲、 (1956) は優占種として Rhizoclon-
ium arenosum (Carm.) Kuetz. を報じている。
8  ウイットロッキエラ科 W  ittrockiellaceae 

15. ウイットロッキエラ属の 1種 Wittrockiella par-
adoxa W i1le. 1.020， 1.030 

本種についての記述は日I j の機会に報告する。

3. 紅藻綱 Rhodophyceae 
1. スギノリ日 Gigartinales 
1. オゴノリ科 Gracilariaceae 

1. オゴノリ Gracilaria verrucosa (Hudson) 
Papenfuをs 1.005， 1.010， 1.020. 

4  褐藻綱 Phaeophyceae 
1  シオミドロ日 Ectocarpales 
l  γオミドロ科 E氾tocarpac巴a巴

l  シオミドロ属の 1種 Ectocarpus si1iculosus Dilー
lwyn? 1.005， 1.010， 1.012 

5  ミドリムシ綱 E u日lenophyceae
I  ミドリムシ目 Eugl巴nal巴s
1. ミドリムシ科 Euglenaceae 

1. ミドリム・ン属の 1種 Euglena viridis Ehrenb. 
1.005， 1.010 

6. 渦鞭毛藻綱 Dinophyceae 
l  ベリジニウム日 Perldiniales 
1. ギムノジニウム科 Gymnodiniaceae

1. ギムノジニウム属の 1種 Gymnodinium sp. 
1.010. 

7. 黄緑色藻綱 Xanthophyceae 
1. H 巴terotrichales
1. トリボネマ科 Tribonemaiaceae 
トリボネマ属の 1種 Tribonema minus Wille 
1.000， 1.005， 1.003， 1.010. 
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8. 珪藻綱 Bacillariophyceae 

1. 中心珪漆日 Centrales 
1  クモノスケイソウ科 Discaceae

1. メロシラ属の 1種 Melosira sp. 1.000， 1.015， 
1.020. 

2  羽状珪斑目 Pennales 
2. オピケイソウ科 Fragi1ariaceae 

2  シネドラ属の 1種 Synedra sp. 1.010. 
3. アクナンテス科 Achnanthaceae 

3  アクナンテス属の 1種 Achnanthes sp. 1.010， 
1.020， 1.035， 1，050 

4. ハネケイソウ手ヰ Naviculaceae 

4. ハネケイソウ属の数種 Navicula spp. 1.010， 
1.020， 1.030， 1.040. 

5. メガネケイソウ属の 1種 Pleurosigma sp. 1.035， 
1.040， 1.050， 1.060. 

6. キンベラ属の 1種 Cymbella sp. 1.010. 
7. フルスチュリア属の 1種 Frustulia sp. 1  .000， 

1.005， 1.010. 
8. アンフ f プローラ属の 1種 Amphiprora sp. 

1.010， 1.020， 1.030. 

円 山川の
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昆 虫誌

西 村 著主宜
主玉

著者商村氏は関宮中学の理科の先生で京都大学理学部 | 地方の教育委員会からも今後どしどし出版されるようお
の宮地伝三郎教授の門下生で河川群集研究とともに水生 l 祈り L たいものである。本書がこの先鞭をつけたことで
昆虫を研究されているけ 1  も大レに意義が深L、。
西村氏は中学校の激務のかたわら、 日眠、祭日から i  いま私は西村氏に特別に依頼にこのような立派な本は
夏、冬、春の休みを円山川と取り組んで多くの論文を木 l他学の人口にのみ分けず、先ず郷土の人々に分けるべき
詰にも発表されるし、日本生態学雑誌に各穂の論文を畳 | であることを力説に郷土の侍々様へも分譲に貰うことに
載されてしる。 Iやっと決めた。御入用の方は早速各自で著者へ申し込ん
この度、但馬円山JII昆虫誌〔上〕を最も興味深く、素 lで下さいハ ( 室井紳〕

人にもよく判るように練めて川の生物見方、みせ方、例
えばヒゲナガカワトピケラの圧掬など、他に類を見ない
論文である。
指導者の宮地教授も氏の研究の立派さを認め推薦の言

葉を寄せて内容の真面な研究態度を賞讃している。
本書は珍らしく関宮町教育委員会の11 ¥ 版物であり、各

'1'; 、句 Z

書名、但馬円山川昆虫誌( 上)
定側、 60円、送料 8円、計68円

( 切手代用は 8 円切手でお願L、します〕
発行所、兵庫県養父郡関宮町教育研修会
申込先き、兵庫県養父郡関宮町関宮1841 西村登
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